
 
業  種 地質調査業務 

(R6) 

改          正 現          行 備  考 

第２章 地質調査標準歩掛等 

第２節 機械ボーリング（土質ボーリング・岩盤ボーリング） 
２－３ サウンディング及び原位置試験 
２－３－５ 日当たり作業量 

日当たり作業量は下表を標準とする。 

 

表２．３．３ サウンディング及び原位置試験の日当たり作業量 

種  別 ・ 規  格 単位 日当たり作業量 

標準貫入試験 

粘性土・シルト 回 16.0 

砂・砂質土 〃 14.0 

礫混じり土砂 〃 11.0 

玉石混じり土砂 〃 9.0 

固結シルト・固結粘土 〃 12.0 

軟岩 〃 11.0 

孔内載荷試験 

（プレッシャーメータ試験・ 

ボアホールジャッキ試験） 

普通載荷（2.5MN/㎡以下）ＧＬ-50ｍ以内 〃 3.0 

中圧載荷（2.5～10MN/㎡）ＧＬ-50ｍ以内 〃 2.0 

高圧載荷（10～20MN/㎡） ＧＬ-50ｍ以内 〃 2.0 

現場透水試験 

オーガー法        ＧＬ-10ｍ以内 〃 2.0 

ケーシング法            ＧＬ-10ｍ以内 〃 2.0 

一重管式                ＧＬ-20ｍ以内 〃 1.0 

二重管式                ＧＬ-20ｍ以内 〃 1.0 

揚水法                  ＧＬ-20ｍ以内 〃 1.0 

スクリューウエイト貫入試験 

（旧スウェーデン式サウンディング試験） 
     ＧＬ-10ｍ以内  Ｎ値４以内 ｍ 22.0 

機械式コーン（オランダ式 

二重管コーン）貫入試験 

２０kN    ＧＬ-30ｍ以内 〃 12.0 

１００kN  ＧＬ-30ｍ以内 〃 11.0 

ポータブルコーン貫入試験 
単管式  ＧＬ-5ｍ以内 〃 25.0 

二重管式 ＧＬ-5ｍ以内 〃 15.0 

工期算定等にあたっては，作業条件による補正は行わない。 
 

第２章 地質調査標準歩掛等 

第２節 機械ボーリング（土質ボーリング・岩盤ボーリング） 
２－３ サウンディング及び原位置試験 
２－３－５ 日当たり作業量 

日当たり作業量は下表を標準とする。 

 

表２．３．３ サウンディング及び原位置試験の日当たり作業量 

種  別 ・ 規  格 単位 日当たり作業量 

標準貫入試験 

粘性土・シルト 回 12.0 

砂・砂質土 〃 10.0 

礫混じり土砂 〃 8.0 

玉石混じり土砂 〃 7.0 

固結シルト・固結粘土 〃 7.0 

軟岩 〃 7.0 

孔内載荷試験 

（プレッシャーメータ試験・ 

ボアホールジャッキ試験） 

普通載荷（2.5MN/㎡以下）ＧＬ-50ｍ以内 〃 3.0 

中圧載荷（2.5～10MN/㎡）ＧＬ-50ｍ以内 〃 2.0 

高圧載荷（10～20MN/㎡） ＧＬ-50ｍ以内 〃 2.0 

現場透水試験 

オーガー法        ＧＬ-10ｍ以内 〃 2.0 

ケーシング法            ＧＬ-10ｍ以内 〃 2.0 

一重管式                ＧＬ-20ｍ以内 〃 1.0 

二重管式                ＧＬ-20ｍ以内 〃 1.0 

揚水法                  ＧＬ-20ｍ以内 〃 1.0 

スクリューウエイト貫入試験 

（旧スウェーデン式サウンディング試験） 
     ＧＬ-10ｍ以内  Ｎ値４以内 ｍ 22.0 

機械式コーン（オランダ式 

二重管コーン）貫入試験 

２０kN    ＧＬ-30ｍ以内 〃 12.0 

１００kN  ＧＬ-30ｍ以内 〃 11.0 

ポータブルコーン貫入試験 
単管式  ＧＬ-5ｍ以内 〃 25.0 

二重管式 ＧＬ-5ｍ以内 〃 15.0 

工期算定等にあたっては，作業条件による補正は行わない。 
 

 

 



 
業  種 地質調査業務 

(R6) 

改          正 現          行 備  考 

 

２－６ その他間接調査費 
２－６－２ 編成人員 

滞在費を算出するためのその他の間接調査費１業務あるいは１箇所当たりの編成人員は次表

を標準とする。 

 
職 種 

工 種 地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 

準備及び跡片付け 1.0 1.0 0.5 

搬入路伐採等  0.5 1.0 

環境保全(仮囲い)  1.0 1.0 

調査孔閉塞  1.0 1.0 

 
 
２－６－５ 日当たり作業量 

日当たり作業量は下表を標準とする。 

 

表２．６．３ その他間接調査費の日当たり作業量 

種   別 ・ 規   格 単位 日当たり作業量 

準備及び跡片付け  業務 1.0 

搬入路伐採等  ｍ 223.0 

環境保全 仮囲い 箇所 8.0 

調査孔閉塞  〃 9.0 
 

 

２－６ その他間接調査費 
２－６－２ 編成人員 

滞在費を算出するためのその他の間接調査費１業務あるいは１箇所当たりの編成人員は次表

を標準とする。 

 
職 種 

工 種 地質調査技師 主任地質調査員 地質調査員 

準備及び跡片付け 1.0 1.0 0.5 

搬入路伐採等  0.5 1.0 

環境保全(仮囲い)  1.0 1.0 

（追加）  （追加） （追加） 

 
 
２－６－５ 日当たり作業量 

日当たり作業量は下表を標準とする。 

 

表２．６．３ その他間接調査費の日当たり作業量 

種   別 ・ 規   格 単位 日当たり作業量 

準備及び跡片付け  業務 1.0 

搬入路伐採等  ｍ 166.0 

環境保全 仮囲い 箇所 2.0 

（追加）  （追加） （追加） 
 

 

 



 
業  種 地質調査業務 

(R6) 

改          正 現          行 備  考 

第４節 軟弱地盤技術解析 
４－２ 軟弱地盤技術解析業務 

４－２－１ 標準歩掛 

この歩掛は，道路，河川関係の軟弱地盤技術解析に適用する。 
 

      
      
      
      
      
   
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

              職 

  

種 

 

直 接 人 件 費                

  
 
  

 

  

 

  

 

  
 
  
 
  
 
  

 

  

 

  
 
  
 
  
 
  

 

主 任 
 

技術者     

技師

長 

主 任 
 

技 師 

技 

師 
 

技 

師 
 

技 

師 
 

技術

員 

 

工   種    （細別）   単位 
 

  

解 析 計 画                 人／業務 1.1  1.6 2.1 1.3 0.7 0.8 

現 地 踏 査                 人／業務   1.9 1.8 1.6 0.8  

現
況
地
盤
解
析 

※地 盤 破 壊       円弧すべり 人／断面   1.4 2.1 2.7 3.4 2.7 

※地 盤 変 形       簡 便 法       人／断面   1.4 2.1 1.3 0.7 2.7 

※地 盤 圧 密       一次元解析 人／断面   1.4 2.1 2.7 2.1 2.6 

※地盤液状化 簡 便 法       人／断面   1.4 2.7 2.1 1.4 3.3 

検 討 対 策 工 法 の 選 定                人／業務  0.9 1.9 2.5 2.1 0.7 1.6 

対
策
後
地
盤
解
析 

※地 盤 破 壊       円弧すべり 人／断面   1.9 1.9 2.5 3.0 3.0 

※地 盤 変 形       簡 便 法       人／断面   1.9 1.9 1.8 1.3 3.0 

※地 盤 圧 密       一次元解析 人／断面   1.9 1.9 1.8 2.5 1.8 

※地盤液状化 簡 便 法       人／断面   1.9 3.1 1.9 1.8 3.0 

最 適 工 法 の 決 定                人／業務  0.8 1.8 1.8 1.3 1.2 0.9 

照 査                人／業務  1.3 1.7 1.4 0.7   

(注)１．本標準歩掛は軟弱地盤深さ 60ｍ程度までを対象とし，地盤の深さによる増減は行わ

ない。 

２．現地踏査は，他業務と同時発注の場合であっても，歩掛の低減は行わない。 

３．地盤の破壊に係る検討手法は，円弧（円形）すべり計算に適用する。複合すべり，有

限要素法による弾性解析は適用しない。又，地盤の浸透破壊（ボイリング，パイピン

グ，アップリフト＝盤ぶくれ，湿潤線上昇に対する安全性）の検討は適用しない。 

４．地盤の変形に係る検討手法は，簡便法（解析理論に基づきモデルを簡素化して一般

式を用いた計算）に適用する。詳細法（地盤モデルを分割した要素で作成した詳細モ

デルによる計算：弾性解析の計算，又は非弾性解析や有限要素法による解析等）には

適用しない。 

５．地盤の圧密沈下に係る検討手法は，一次元解析に適用する。断面二次元による有限

要素法等によって行う圧密沈下解析は，適用しない。 

６．地盤の液状化に係る検討手法は，簡便法（Ｎ値と粒度からＦＬ法で推計：道路橋示

方書，Ｖ耐震設計編参考）に適用する。詳細法（液状化試験で得られる液状化強度比

と地震応答解析で得られる地震時剪断応力比より推計）の一次元解析，断面二次解析

（有限要素法）には適用しない。 

７．※印は計算などを必要とする１断面当りの歩掛であり，断面数が２以上となる場合

は表４．１により割増率を求め，その値を１断面当りの歩掛に乗じて割増を行う。 
 

第４節 軟弱地盤技術解析 
４－２ 軟弱地盤技術解析業務 

４－２－１ 標準歩掛 

この歩掛は，道路，河川関係の軟弱地盤技術解析に適用する。 
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種 

 

直 接 人 件 費                

  
 
  

 

  

 

  

 

  
 
  
 
  
 
  

 

  

 

  
 
  
 
  
 
  

 

主 任 
 

技術者     
技師長 

主 任 
 

技 師 

技 師 
 

（Ａ） 

技 師 
 

（Ｂ） 

技 師 
 

（Ｃ） 
技術員 

 

工   種    （細別）   単位 
 

  

解 析 計 画                 人／業務 1.5  1.5 2.0 1.0 0.5 0.5 

現 地 踏 査                 人／業務   2.0 1.5 1.5 1.0 1.0 

現
況
地
盤
解
析 

※地 盤 破 壊       円弧すべり 人／断面   1.0 1.5 2.0 2.5 2.0 

※地 盤 変 形       簡 便 法       人／断面   1.0 1.5 1.0 0.5 2.0 

※地 盤 圧 密       一次元解析 人／断面   1.0 1.5 2.0 1.5 2.0 

※地盤液状化 簡 便 法       人／断面   1.0 2.0 1.5 1.0 2.5 

検 討 対 策 工 法 の 選 定                人／業務  1.0 2.0 2.0 2.0 1.0 1.5 

対
策
後
地
盤
解
析 

※地 盤 破 壊       円弧すべり 人／断面   1.5 1.5 2.0 2.5 2.5 

※地 盤 変 形       簡 便 法       人／断面   1.5 1.5 1.5 1.0 2.5 

※地 盤 圧 密       一次元解析 人／断面   1.5 1.5 1.5 2.0 1.5 

※地盤液状化 簡 便 法       人／断面   1.5 2.5 1.5 1.5 2.5 

最 適 工 法 の 決 定                人／業務  1.0 2.0 1.5 1.0 1.0 1.0 

照 査                人／業務  1.5 1.5 1.0 1.0   

(注)１．本標準歩掛は軟弱地盤深さ 60ｍ程度までを対象とし，地盤の深さによる増減は行わ

ない。 

２．現地踏査は，他業務と同時発注の場合であっても，歩掛の低減は行わない。 

３．地盤の破壊に係る検討手法は，円弧（円形）すべり計算に適用する。複合すべり，有

限要素法による弾性解析は適用しない。又，地盤の浸透破壊（ボイリング，パイピン

グ，アップリフト＝盤ぶくれ，湿潤線上昇に対する安全性）の検討は適用しない。 

４．地盤の変形に係る検討手法は，簡便法（解析理論に基づきモデルを簡素化して一般

式を用いた計算）に適用する。詳細法（地盤モデルを分割した要素で作成した詳細モ

デルによる計算：弾性解析の計算，又は非弾性解析や有限要素法による解析等）には

適用しない。 

５．地盤の圧密沈下に係る検討手法は，一次元解析に適用する。断面二次元による有限

要素法等によって行う圧密沈下解析は，適用しない。 

６．地盤の液状化に係る検討手法は，簡便法（Ｎ値と粒度からＦＬ法で推計：道路橋示方

書，Ｖ耐震設計編参考）に適用する。詳細法（液状化試験で得られる液状化強度比と地

震応答解析で得られる地震時剪断応力比より推計）の一次元解析，断面二次解析（有

限要素法）には適用しない。 

７．※印は計算などを必要とする１断面当りの歩掛であり，断面数が２以上となる場合

は表４．１により割増率を求め，その値を１断面当りの歩掛に乗じて割増を行う。 
 

 

 


